
（ ） （ ）事例 小学校理科 Ａ区分 岐阜地区Ｕ小学校

１ 単元について

対 象 学 年 小学校 第６学年

学習指導要領 第６学年の内容 Ａ 生物とその環境（２） ア

単 元 名 「植物のからだのはたらき （全８時間）」

単元(題材)目標 ○植物がでんぷんをつくりだしていることに興味・関心をもち、自ら植物

。 （ ）の葉の働きを調べようとする 自然事象への関心・意欲・態度

○日光とでんぷんのでき方との関係を調べ、植物と体のつくりとの働きを

。 （ ）多面的に考えることができる 科学的な思考

○植物を観察し、ヨウ素液などを適切に使って日光とでんぷんのでき方の

比較対照実験を行い、記録することができる。

（ ）観察・実験の技能・表現

○植物の葉に日光が当たるとでんぷんができることを理解している。

（ ）自然事象についての知識・理解

配 慮 事 項 基礎的・基本的な内容の確実な定着の工夫

○児童の実態を大切にした単元指導計画の工夫

・種子に蓄えられたでんぷんについて事前調査(資料１)を行ったとこ

ろ、実に多くの児童が「でんぷんは土中から取り入れている」という

素朴概念を形成していることが分かった（資料２ 。そこで、単元の）

導入段階で自分なりの仮説を立て、でんぷんはどこからくるのか、ど

こで作られるのかを解決する学習機会を設定する。この学習経験を生

かして、葉ででんぷんがつくられることと日光が当たることとの関係

付けを調べるために、条件を制御して実験を行う学習機会を位置付け

る。このような２段階構成を仕組むことで、仮説をもとに実験を企画

し実行する力を高めたいと考えた。

○既習事項を網羅する掲示物の作成

・第５学年において、インゲンマメの発芽や成長に関して必要な条件を

学習した。種子には、発芽のための養分としてでんぷんが含まれてい

ること、さらに 「花から実へ」の単元では、花のつくり、受粉、受、

精を通して種子ができることを学んでいる。第３学年においては、根

・茎・葉による体のつくりを学んでいる。これらの既習事項が、児童

一人一人に共通の基礎知識として確実におさえられれば、本単元ので

んぷんにかかわる学習に深まりが出てくると考えた。そこで、既習の

知識が共有できるように、インゲンマメの種植え時や、インゲンマメ

の成長に応じて繰り返し復習をし 「インゲンマメのひみつ」と称し、

た掲示物（資料３）として残してきた。

○児童の見方や考え方に応じた弾力的な指導体制（資料４）

・でんぷんが作られるという見方や考え方（以下製造説 、でんぷんを）

（ ） 、取り入れるという見方や考え方 以下吸収説 の２つの仮説に対して



二人の教師がそれぞれの説に分かれたり、日光を制御するための方法

（覆い、アルミホイル、日かげなど）に応じて、児童一人一人に個別

の支援を行うようにする。このような、指導体制が児童の主体的な学

びをサポートする理科学習における少人数指導の一実践ともとらえて

いきたい。

参 考 資 料 資料１：単元の学習にかかわる事前調査

資料２：事前調査の結果

資料３：既習事項を網羅する掲示物「インゲンマメのひみつ」

資料４：少人数指導にかかわる児童の意識調査とその結果

２ 単元の評価規準

ア 自然事象への関 イ 科学的な思考 ウ 観察・実験の エ 自然事象につい

心･意欲･態度 技能・表現 ての知識・理解

内 生物の体のつくりと 生物の体のつくりと 植物や動物を育てた 生物は互いに類似し

容 働き及び生物と環境 働き及び生物と環境 り、情報を収集した た体のつくりと働き

のご との関係を意欲的に との関係に問題を見 りし観察や実験を行 をもち環境とかかわ

まと 追究し、生命のたく いだし、多面的に追 い、その過程や結果 って生きていること

との みさやすばらしさを 究し、相互関係や規 を的確に表す。 などを理解してい

ま評 感じとり、生命を尊 則性をとらえ、問題 る。

り価 重しようとする。 を解決する。

規

準

単 植物がでんぷんをつ 日光とでんぷんので 植物を観察し、ヨウ 植物の葉に日光が当

元 くりだしていること き方との関係を調 素液などを適切に使 たるとでんぷんがで

の に興味・関心をも べ、植物と体のつく って日光とでんぷん きることを理解して

評 ち、自ら植物の葉の りとの働きを多面的 のでき方の比較対照 いる。

価 働きを調べようとす に考えることができ 実験を行い、記録す

規 る。 る。 ることができる。

準

単 ①インゲンマメの種 ①既習事項を生かし ①インゲンマメの種 ①土中にでんぷんは

位 子のでんぷんはど て、インゲンマメ 子のでんぷんがど 存在せず、インゲ

時 こでどのように作 の種子のでんぷん こからきたのかを ンマメの葉にでん

間 られたのかに興味 がどこからきたの 調べる方法を工夫 ぷんが多く存在す

に ・関心をもち、意 かを推論すること して、実験の計画 ることを理解して

お 欲的に調べようと ができる。 を立案することが いる。

け する。 ②身の回りの植物は できる。 ②実験の結果や話し

る ②光の当たり方の違 日光が当たるとど ②植物の葉に当たる 合いから、植物の

具 いによって植物の れも葉ででんぷん 日光の量と葉にで 葉に日光が当たる

体 成長に差が生まれ をつくるのではな きるでんぷんの関 とでんぷんができ



の ることに興味・関 いかと考えること 係を調べるために ることを理解して

評 心をもち、光と植 ができる。 覆いをして光が当 いる。

価 物の成長との関係 ③日光とでんぷんの たらないようにす ③植物体は動物と異

規 を進んで調べよう でき方との関係に る葉と、光が十分 なり、自分ででん

準 とする。 ついて調べたこと に当たる葉を準備 ぷんを作り出して

から、植物の体の し、比較対照実験 いることを理解し

つくりと働きにつ を行い、その違い ている。

いて考えることが をノートに的確に

できる。 記録することがで

きる。

③光が当たらなかっ

た葉と十分に当た

った葉を、アルコ

ールで処理したり

たたきぞめ法やす

りつぶし法で実験

を行ったりして、

ヨウ素液を適切に

使いでんぷんの有

無を調べることが

できる。

３ 指導と評価の計画（全８時間）

時 ねらい 学 習 活 動 評価規準 評価方法 指導・援助

＜ア－①＞１ ○どこででん ○実際にできたインゲンマメの種

○３年生、５年生２ ぷんが作ら 子の中にはでんぷんが含まれて ○インゲンマ ○行動観察

での既習事項をれているか いることを調べる演示を見る。 メの種子の ・教師の演示

インゲンマメの仮説を立て でんぷんは を見て、で

できたインゲンマメの種子ので 成長に合わせて実験を行い どこでどの んぷんがど

ヨウ素 んぷんはどこかでつくられてい 掲示物に残して葉に ように作ら こでどのよ

反応が るのだろうか。どこかで取り入 おく。見ら れたのかに うにつくら

れることに 興味・関心 れたかを深れているのだろうか。

気付き、葉 をもち、意 く考えてい

にでんぷん 欲的に調べ るか。 ○児童の多様な見○予想を立て 実験方法を考える、 。

が多く存在 ようとする。 方や考え方を、・製造説→葉でつくるから、演示

することが ＜イ－①＞ ○学習ノート 肯定的に受け入実験のようにろ紙に葉をはさん

分かる。 ○既習事項を ・既習事項を れ、全体に位置で、漂白剤を使って調べる。

生かして、 生かした推 付けるように配・吸収説→土中から取り入れるの

インゲンマ 論が予想と 慮する。で、５年生の「もののとけ方」

メの種子の して記述での時の学習のように、泥水をろ

でんぷんが きているか過してそのろ液にヨウ素液をた

どこからき ○製造説、吸収説らして調べる。

たのかを推 を２名の教師で



論すること それぞれ支援す

ができる。 る。個々の児童

の実験結果に対

＜ウ－①＞ ○学習ノート する見通しを把

○インゲンマ ・予想交流で 握し、実験方法○結果をまとめ考察する。

メの種子の の仲間の考 を児童とともに・土の中にはでんぷんがなく、葉

でんぷんが えをもとに 考えるようにすに多くのでんぷんがあることが

どこからき しながら、 る。分かった。

たのかを調 自分の実験

べる方法を 計画が立案 ○それぞれの説に

工夫して、 できたか。 寄り添いながら

実験の計画 支援をするとと

を立案する もに、自分と異

ことができ なる説にも目を

る。 向けることがで

＜エ－①＞ ○学習ノート きるように助言

○土中にでん ・双方の説を する。

ぷんは存在 まとめた記

せず、イン 述ができて

ゲンマメの いるか。

葉にでんぷ

んが多く存

在すること

を理解して

いる。

＜ア－②＞３ ○でんぷんが ○日光に当てたインゲンマメと、

○光の当たり ○発言 ○５年生での学習４ つくられる 数日前から日光に当てないで育

方の違いに ・植物の成長 と、前時の葉にには日光が てたインゲンマメを観察する。

よって植物 と日光を関 でんぷんが多く必要ではな

の成長に差 係付けて調 存在したといういかと考え インゲンマメの葉ででんぷん

が生まれる べようとし 事実を関係付け実験を企画 をつくるためには、日光が必

ことに興味 ているか。 て発言する児童し、日光の 要だろうか

・関心をも を価値付ける。当たった葉

ち、光と植 ○行動観察 ○制御すべき要因にヨウ素反 ○予想をし、実験方法を考える。

物の成長と ・制御すべき は日光であるこ応が見られ ・アルミホイルで包んで日光を当

の関係をす 要因が日光 とを常に確認したことから てないようにして実験をする。

すんで調べ であること ながら、児童のインゲンマ ・ほぼ同じくらい成長したインゲ

ようとする｡ を意識して 実験準備を見守メの葉に日 ンマメ２株を使って一方に箱を

＜ウ－②＞ 実験の準備 る。光が当たる かぶせて日光を当てないように

○植物の葉に ができてい ○２名の教師は、と、でんぷ して実験をする。

当たる日光 るか。 実験方法に応じんをつくる

の量と葉に ○学習ノート て支援を行う。ことが分か

できるでん ・比較対照実る。

ぷんの関係 験の有効性



を調べるた を意識して ○実験結果からは○結果を交流し、まとめを行う。

めに、覆い 学習の過程 っきりしたこと・日光の当たった葉はでんぷんが

をして光が が記録され をつぶやいていできていて、日光に当てない葉

当たらない ているか。 る児童を大いにはでんぷんができていない。

ようにする 認めるとともに・インゲンマメがでんぷんをつく

葉と、光が 全体に広く位置るには日光が必要であることが

十分に当た 付け、仲間との分かった。

る葉を準備 交流を促すよう

し、比較対 にする。

照実験を行

い、その違

いをノート

に的確に記

録すること

ができる。

５ ○インゲンマ ○インゲンマメ以外の植物の葉を ＜イ－②＞

６ メと同じよ 見る。 ○身の回りの ○学習ノート ○前時の実験結果

うにどの植 植物は、日 ・インゲンマ を、植物の成長

物も日光が インゲンマメ以外の植物も、日 光が当たる メの実験結 や働きと関連付

当たった葉 光が当たるとでんぷんを作って とどれも葉 果をもとに けて考えている

にヨウ素反 いるのだろうか ででんぷん して、植物 児童の発言を価

応が見られ をつくるの 全般に見方 値付ける。

ることに気 ○予想を立て、実験方法を選択し ではないか や考え方を

付き、イン 実験を行う。 と考えるこ 広げようと

ゲンマメ以 ・自分の調べたい植物を採集して とができる しているか

外の植物も 調べる ＜ウ－③＞

日光が当た ・自分の調べたい方法（たたき染 ○光が当たら ○行動観察

ると、でん め、アルコール脱色法、すりつ なかった葉 ・一つの方法

ぷんを作る ぶし法）を選択して実験する。 と十分に当 で数種類の

ことが分か たった葉を 植物を、ま

る。 ○結果を交流し、まとめを行う。 アルコール たは、たく ○科学的な見方や

・インゲンマメと同じように、ど で処理した さんの方法 考え方を高める

の植物も日光に当たるとでんぷ り、たたき で数種類の ために、客観性

んをつくっている。 ぞめ法やす 植物をヨウ ・再現性・実証

りつぶし法 素液を適切 性を高めようと

で実験を行 に使ってで した実験の姿を

ったりして、 んぷんの有 大いに認める。

ヨウ素液を 無を調べて さらに、これら

適切に使い いるか。 の姿がより確か

でんぷんの な理解、実感を

有無を調べ 伴う理解につな

ることがで がるために重要

きる。 であることを本

＜エ－②＞ 時のまとめの段



○実験の結果 ○学習ノート 階で全体に広く

や話し合い ・日光とでん 紹介する。

から、植物 ぷんのでき

の葉に日光 方の関係に

が当たると ついて、植

でんぷんが 物の共通点

できること としてまと

を理解して めてあるか

いる。

７ ○日光によく ○日光がよく当たった葉を見る。 ＜ウ－③＞

当たった葉 ○光が当たら ○行動観察 ○日光がたくさん

を絞り、沈 葉にできたでんぷんを取り出し なかった葉 ・日光とでん 当たった葉や、

殿物にヨウ てみよう と十分に当 ぷんのでき やわらかい葉を

素液を滴下 たった葉を 方を意識し 用意した児童に

すると反応 ○実験方法の説明を聞く。 アルコール ながら活動 その理由を全体

することか ○実験を行う。 で処理した に取り組み に発表すること

らでんぷん ・葉をたくさん取ってきてしぼれ り、たたき 慎重にでん を促す。

が取り出せ ば出てくると思う。 ぞめ法やす ぷんを取り

たことが分 ・日光によく当たった葉を使う方 りつぶし法 出そうとし ○市販のでんぷん

かる。 がいい。 で実験を行 ているか。 を自由に見たり

ったりして、 触れたりできる

○実験の感想を交流しあう。 ヨウ素液を ようにすること

・やっぱり、日光によく当たった 適切に使い で、取り出した

葉に、たくさんでんぷんがあっ でんぷんの ものと比較でき

た。 有無を調べ るようにする。

ることがで

きる。

８ ○インゲンマ ＜イ－③＞

メやその他 植物と日光の関係をまとめてみ ○日光とでん ○まとめ新聞 ○これまでの学習

の植物に関 よう ぷんのでき ・日光とでん の過程を掲示物

して、でん 方との関係 ぷんのでき に残しておき、

ぷん生成と ○今まで学習をふりかえり、絵や について調 方の関係を 全員で簡単にふ

日光の関係 図を使ってまとめる。 べたことか 植物の体の りかえりを行い

を絵や図を ら、植物の つくりと働 ながら、植物の

使って総合 ○評価テストを行う。 体のつくり きに関係付 体のつくりと働

的にまとめ と働きにつ けて記述で きに関してや、

ることがで いて考える きているか 動物と植物との

きる。 ことができ 違いに目が向く

る。 ような教師の補

＜エ－③＞ 充・発展的な説

○植物体は動 ○まとめ新聞 明を加える。

物と異なり ・植物と動物 補充→葉互い違

自分ででん との違いを い、蔓のあ



ぷんを作り 意識した記 る植物など

出している 述ができて の紹介

ことを理解 いるか。 発展→食物連鎖

している。 に関する話

４ 単位時間の授業展開例

（１）本時のねらい

・どこででんぷんが作られているか仮説を立て、実験を行い、葉にヨウ素反応が見られること

に気付き、葉にでんぷんが多く存在することが分かる。

（２）本時の位置

１・２／８時

（３）展開案

学 習 活 動 評価について 指導・援助過程

○「インゲンマメのひみつ」の掲 ＜ア－①＞ ○３年生、５年生での

示をみる。 ○インゲンマメの種子ので 既習事項を、一枚の

○事象提示をみる。 んぷんはどこでどのよう 掲示物にまとめてお

・花が終わると実ができてきた に作られたのかに興味・ く。

ね。 関心をもち調べようとす

・種の中にはでんぷんがあった る。

よね。 ・教師の演示を見て、でん

○課題意識をもつ ぷんがどこでどのように

作られたかを深く考えて

できたインゲンマメの種子の いる （行動観察）。

でんぷんはどこかでつくられ

ているのだろうか。どこかで

取り入れているのだろうか。

○仮説を立てる。 ○二人の教師で、具体

・でんぷんは土の中から取り入 ＜イ－①＞ 的に実験方法まで記

れていると思う。わけは、根 ○既習事項を生かして、イ 述できている児童を

が養分を吸うと思うから。だ ンゲンマメの種子のでん 見取り、交流段階で

から、根を切ってヨウ素液を ぷんがどこからきたのか 位置付けることがで

かけると、根が青紫になるは を推論することができる きるようにする。。

ずだ。 ・既習事項を生かした推論

・でんぷんは、土の中から取り が予想として記述できて

入れていると思う。わけは、 いる （学習ノート）。

根が水を吸っているから。だ

から、でんぷん汁をご飯から

作ったように、回りの土をし

ぼってろ過した後にヨウ素液 ＜ウ－①＞

をかけるとでんぷんがあるこ ○インゲンマメの種子ので

とが分かるはずだ。 んぷんがどこからきたの

・葉で作っていると思う。わけ かを調べる方法を工夫し



は、本で読んだことがあるか て、実験の計画を立案す

ら。だから、葉をろ紙にはさ ることができる。

んで強く押して漂白剤を使っ ・予想交流での仲間の考え

て脱色して調べると、葉にで をもとにしながら、自分

んぷんがあることが分かるは の実験計画が立案できて

ずだ。 いる （学習ノート）。

○仮説（予想）別に分かれ、追究 ○Ｔ ：吸収説を担当1
方法や起こり得る結果に対して し、既習の実験方法

見通しをもつ。 を生かして、追究方

＜吸収説＞：Ｔ 法を具体的に見通せ1
・根を切るといいね。 るように支援する。

・根の回りの土についても調べる

といいね。

・茎も通り道のはずだから調べて

みたいな。

・カッターがいるね。

・ガーゼにくるんだ土を水の中で

しぼってヨウ素液を使って調べ

よう。

・計画をノートに記述する。

・実験を開始する。

＜製造説＞：Ｔ ○Ｔ ：製造説を担当2 2
・葉は緑が濃いから、ヨウ素液を し、事象提示での実

かけるだけでは分からないね。 験方法をアドバイス

・緑がなくなるといいな。 しながらたたきぞめ

・漂白剤を使うといいよ。 法について見通せる

・ろ紙を使って たたくといいね ように支援する。、 。

・茎やサヤ、根も調べていこう。 ○どちらの説も起こり

・計画をノートに記述する。 得る結果の見通しを

・実験を開始する。 ノートに記述するよ

う指導する。

○計画に基づき実験を行う。 ○仮説別グループで、

＜吸収説＞ 実験計画に基づき実

1 2・土の中にはでんぷんはないみた 験を行う Ｔ Ｔ。 、

いだ。 は、前時の担当同様

・茎は、少しだけ青紫に変化する で支援にあたる。

ね。 ○Ｔ ：結果からはっ1
＜製造説＞ きりしたことをまと

・しっかり色が変わるよ。やっぱ めるとともに、製造

り葉ででんぷんを作っているよ 説に目が向くように

うだ。 はたらきかける。

・日光の当たる緑の葉しかだめな ○Ｔ ：日光との関係2
のか知りたいな。 付けに目が向くよう

○全体で交流する。 ＜エ－①＞ 支援し、結果の発表



・土の中には、でんぷんはなかっ ○土中にでんぷんは存在せ 時に次時の問題づく

た。 ず、インゲンマメの葉に りにつなげるように

・葉にでんぷんがたくさんあるこ でんぷんが多く存在して する。

。とが分かった。 いることを理解している

○まとめる ・双方の説をまとめた記述 ○結論として言えるこ

・このことから、でんぷんは土の ができている （学習ノー とを全体で明確にす。

中から取り入れられているのでは ト） る。

なく、葉ででんぷんを作っている

ことが分かった。

５ 評価の実際と個に応じた指導事例

(1) 本時重点的に取り上げた評価規準

評価規準〈ウー①〉

○インゲンマメの種子のでんぷんがどこからきたのかを調べる方法を工夫して、実験の

計画を立案することができる。

(2) 評価の実際

自分の予想をもとに、インゲンマメの種子のでんぷんは種の実験方法を考え、ノートに追究方法

を使用する器具や手順も明確に記述でき、教師が実験の企画の方法を問いかけた時に、実験道具を

示しながら具体的に説明することができる姿を 「おおむね満足できる状況」と判断した。、

さらに、起こり得る結果の見通しまでを記述して実験を企画する姿を「十分に満足できる状況」

にあると判断した。

(3) 個に応じた指導の実際

○でんぷんがどこからきたのか推論することができず予想をもてない児童への指導

事象提示において、インゲンマメの種子の中にはでんぷんが存在するという事実を確認したも

のの、そのでんぷんがどこからきたのか推論することができず、予想をもつことができないでい

る姿を「努力を要する状況」にあると判断した。

そこで、自分の予想をもてるように、事象提示を再度行いながら、仮説の交流時に仲間が述べ

た予想を丁寧に補足説明をした。これにより、自分の予想を明確にすることができた。

○予想をもったが、検証のための追究方法を考えることができない児童への指導

インゲンマメの種子の中のでんぷんが、葉で作られているまたは、土中から吸収されていると

予想をもつことができたが、自分の予想を検証するためには、どのような追究方法が有効である

のかを考えることができずにいる姿を「努力を要する状況」にあると判断した。

そこで、それぞれの説に応じて、既習事項を思い出したり、仮説の交流時に仲間が述べた追究

方法を想起したりすることで方法を考えることができるようにした。

吸収説の児童に対しては、直接ヨウ素液を使用しても結果が得られないことから、５年生での

学習を生かして、泥水を濾過して調べることを考えつくように方向づけを行った。

製造説の児童に対しては、葉に、直接ヨウ素液を使用しても結果が得られないことから、事象



提示におけるたたき染め法や漂白剤の利用を思い出し、実験方法を想起できるようにアドバイス

を行った。

いずれの説においても 「どんな結果が得られると思う？」と声をかけ、実験のまとめにかか、

わっても見通しをもつことができるように配慮した。

６ 参考資料

事前調査の結果（資料２）

↑でんぷんについての事前調査（資料１）

「インゲンマメのひみつ （資料３）→」



少人数指導にかかわる子どもの意識調査とその結果（資料４）


